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関連/社会事項年号 主要事項

〔世界ヨット史〕

オランダから英国王にJaghtタイプ小型帆船（全長52ft,

幅19ft,100トンカッター・リグ）寄贈。

アイルランドでCorkWaterClub創立。世界初のヨットク

ラブとされているが，ヨット・レースは開催しなかったと

も言われている。

ロンドンのテームズ河で全長20ft前後の艇によるヨット・

レースが行なわれる。このヨット・レースを主催するクラ

ブとしてCumberlandFleet創立（英国初のヨットクラブ。

カンバーランド侯がスポンサーで，今日のRoyalThames

YachtClubの前身)。

英国でTheYachtClub創立（英国王室ならびに貴族で構

成。後のRoyalYachtSquadronの前身)。

CowesWeek(カウズ・ウィーク）始まる。TheYacht

Club主催,40トン未満のヨットを対象とした。このとき初

めてスターボード艇の航路権を認めたルールが採用された

と言われている。

TheYaChtClubがRoyalYachtSquadronとなる。

BostonBoatClub創立。アメリカ初のヨットクラブ。

NewYorkYachtClub創立。会員8名,16～45トンの艇9

隻。

NewYorkYachtClubの<America>号が，大西洋横断航

海。ワイト島一周レースで14隻の英国勢相手に優勝。アメ

リカズ・カップが始まる。

テームズ計測ルールが制定された。

3隻の大型スクーナー(Henrietta,Vesta,Fleetwing)によ

るニューヨーク～カウズの大西洋横断レースが行われる。

RoyalCruisingClubが英国で創立される。10トン以下の

ヨット対象。

アメリカの<Gloriana>(Herreshoff設計),外洋艇として初

めてディーフ・キールの外部バラスト採川，現代外洋ヨット

の基本概念が確立したとされている。

ボストンのCaptainJoshuaSIocumが<Spray>号(全長41ft,

幅14ft2in)で単独世界一周航海に成功。

ニューヨーク～マーブルヘッド間の沿岸ヨット・レース開

催。"Rudder"誌主催,6隻参加。

大西洋横断ヨット・レース開かれる。ニューヨークから英

国リザード間3014マイルの世界初の本格的外洋ヨット・

レース。英，米，独3ヶ国から11隻が参加。<Atlantic>(3

本マスト，全長187ft,スクーナー）が優勝。

徳川家康，江戸幕府を開く(1603

年)。

1660年

1720年

1775年 アメリカ独立戦争(1775～1783

年)。イギリスでは産業革命起る

(1775年～)。フランス革命起る

(1789年)。
‐巳

1815年

1826年

1833年

1834年

1844年 アヘン戦争起る(184()年～42年)。

1851年

アメリカ使節ペリー浦賀に来航

(1853年)。

アメリカ南北戦争勃発(1861年)。

明治維新(1868年)。

年
年

４
６
５
６
８
８
１
１ （

）

1880年

1891年

日清戦争起る(1894年～95年)。

1895

～98年

1904年
ライト兄弟,飛行機発明(1903年)。

日露戦争起る(1904年～5年)。

1905年
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関連/社会事項主要事項年号

1906年 BermudaRace開催される。LWL19～30ftの外洋ヨット6

隻参加。Alden設計のスクーナー<Malabar>優勝。

ロスアンゼルス（サンペドロ港）よりホノルルまでのレー

ス開催される。初のTranspacRace｡

InternationalYachtRacingUnion(IYRU)創立｡J-クラス，

12m,8m,6mの4クラスによるレースが中心。

ThomasFlemingDayが<SeaBird>(全長26ft3in)にて

大西洋を横断｡小型外洋ヨットによる初の大西洋横断となっ

た。（なお,<SeaBird>と同型艇の<SeaQueen>はCap-

tainVossによる太平洋航海中，日本近海で台風に遭い，横

転後無事横浜に帰港している)。

CruisingClubofAmerica(CCA)創立。

HarryPidgeon<Islander>(全長34ftヨール）にて世界一

周成功。

AlainGerbault<FireCreSt>にて世界一周成功。

1907年

1911年

第一次世界大戦起る(1914年～18

年）

へ

年
年
年
年

２
２
５
３
９
５

２
２
２
２
２
２

四
四
一
四
一
岨

大正デモクラシー。

関東大震災(1923年)。

リンドバーク大西洋横断飛行に成

功(1927年)。

初のFastnetRace開催される。参加資格LWL30～50ftの

ヨット。参加艇7艇。全長52ftのカッター<JolieBrise>

が優勝。

FastnetRace終了後,OceanRacingClub創立（会員34名。

今日のRORCの前身)。

アメリカの<Nina>(全長59ft,StarlingBurgess設計，ア

メリカンスクーナー・タイプ）が大西洋横断レースとファ

ストネット・レースをそれぞれ優勝。オフショアヨット・

レース専用の外洋ヨット設計が本格化した。<Nina>は全

員アマチュアのクルー。これ以降プロのスキッパーとクルー

は登場しなくなる。

アメリカズ・カップ,J-クラスを採用。アメリカの

<Enterprise>,初めてアルミマスト採用。

アメリカの<Dorade>(LWL37ft3inのヨール,Olin

Stephens設計，当時23歳）が大西洋横断レースとファスト

ネット・レースにそれぞれ優勝。

英国のOceanRacingClubにRoyalの資格が付与され

RORCとなるo

RORCレーティング規則確立。

英国からアメリカへのトランスアトランティック・レース

開催される。

アメリカCCA独自のレーテイング・ルール制定。これ以

降1970年にIORが世界の外洋ヨットの共通ルールとして採

用されるまで,R()RCとCCAとの山ルール併立時代が続

く。

アメリカズ・カップのアメリカ艇<Rainbow>初めてロッ

1928年

ウォール街の株価大暴落，世界的

な不況始まる(1929年)。

へ

1930年

1931年 満州事変起る(1931年)。

満州国建国宣言が発表され(1932

年)，ヨーロッパではヒットラ一

ｶ㎡ドイツ首相に就任(1933年)。

1932年

1934年
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年号 主要事項 関連/社会事項

ド・ステイ採用。

RORCがTimeCorrectionFactor(T.CF)によるハンディ

キャップ・システムを採用。

CruisingClubofAustralia創寸㈲

初のシドニー～ポバート・レース開催される。参加艇9隻。

英国の<MythofMalham>がファストネット・レースに

優勝。新しい軽排水量タイプの外洋レーサーの登場。

BuenosAires～RiodeJaneiroRace(1200マイル）開催。

アメリカズ・カップに12mを採用。

PatrickEllamの<SopraninO>(全長19ft8in,Laurent

Giles設計カッター）英国～スペイン航海に成功。

JuniorOffshoreGroup(JOG)創立。<Sopranino>の成功

がキッカケとなる。LWL16～20ftが対象（後に24ftまで

拡げられる)。

<Sopranino>大西洋横断に成功。

AnnDavidsonが<FelicityAnn>(全長23ft)で女性によ

る初の大西洋単独横断に成功。

アメリカのMi(IgetOceanRacingClub(MORC)創立。

JohnGuzwell<Trekka>(全長20ft6in,LaurentGiles設

計ヨール）で世界一周に成功。

SailTrainingAssociation(STA)英国で創立。初のTall

ShipRaceを開催。12隻参加。

Admiral'sCup始まる。

OneTonCup始まる。レーテイング27.5ft。

l/2TonCup始まる。

1/4TonCup始まる。

IOR(InternatiOnalOffshOreRule)制定。1970年より発効。

OneTonCupのレーテイングが30.5ftとなる。

1936年 第二次世界大戦起る(1939年～45
年)。

太平洋戦争始まる(1941年)。

日本，ポツダム宣言を受け終戦
(1945年8月)。

年
年
年

４
５
７

４
４
４

９
９
９

１
１
１

1950年 朝鮮戦争起る(1950年)。

（
）

年
年
年
年
年

１
２
３
４
５
９
６

５
５
５
５
５
５
５

田
四
一
四
四
一
四

サンフランシスコ講和条約調印

(1951年)。日米安保条約調印。

エベレスト初登頂成功(1953年)。

スエズ動乱起る(1956年)。

ソビエト人工衛星スプートニク1

号打ち上げ成功(1957年)。

ケネディ大統領暗殺される(1963

年)。

東京オリンピック開催(1964年)。

年
年
年
年
年
年

７
５
６
７
９
４

５
６
６
６
６
８

９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１

（
）

[CCJ前史〕

8月琵琶湖に「日本ヨット倶楽部」発足。1922年

(大1l)

1931年

(昭6）

6月「日本モーターボート協会」発足。 9．18満州事変起る。

1932年

(昭7）

慶應義塾体育会水泳部内に「慶應ヨット倶楽部」発足。

日本モーターボート協会機関誌としてく舵>創刊。

慶應義塾水泳部OBを中心に「三田ヨット倶楽部」発足。

この年，「東京湾ヨット倶楽部｣，「東京ヨット倶楽部｣，「日

７
７
４

１
２
１

岳
■
●

２
５
６
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年号 関連/社会事項主要事項

本ヨッチング協会｣，「ヘルメス倶楽部」発足。

慶應義塾水泳部の主催で第1回湘南ヨットレース開催。湘

南地方で初のヨットレースとなる。

琵琶湖にて第1回大毎杯争奪ヨットレース開催。

日本ヨッチング協会の第1回ヨットレース開催。

「東部日本ヨット協会」（慶應義塾水泳部，三田ヨット倶楽

部，日本ヨッチング協会，ヘルメス倶楽部他）および「西

部日本ヨット協会」（日本ヨット倶楽部，九大玄海ヨット倶

楽部，名古屋東海ローヰング倶楽部，プレセント・ヨット

倶楽部，大阪帝大ヨット倶楽部大毎ヨット倶楽部，クレ

セント・ヨット倶楽部）が発足。

東西両ヨット協会の合意により，「日本ヨット協会」発足。

会長/平沼亮三氏。国際12MI,国内5米を制式艇に採用。

7．30第10回オリンピック・ロ

スアンゼルス大会。8．21

９
ｍ
、

４
理
詔

9．15満州国建国。

へ 11．27

1．3Oヒトラー政権誕生。

同志社大ヨット部誕生。東海ロー

イング（倶)HOYl号,2号(18

フィート）建造。

6．2九大ヨット部員遭難。

阪大ヨット部誕生。

6．17第1回関東インカレ。

東大ヨット部誕生。

京大ヨット部誕生。

スター級Bally-Hoo(財部),ス

ター級玄海1世（九大)，スター

級紺碧（早大)，の3艇進水。

4月27呪クルーザー〈若草〉（西園寺氏所有）進水。

4．29日本ヨット倶楽部が「琵琶湖ヨット倶楽部」と改称。

6．18西部日本ヨット協会主催琵琶湖ヨット倶楽部後援第1回

名古屋医科大学，同志社大学対抗ヨットレース開催。

「早稲田大学ヨット部」発足。

7．30時事新報社主催，東京日本ヨット協会後援東京湾縦走ヨツ

トレース開催。

8．18～20第1回西部日本ヨット選手権競争，琵琶湖にて開催。

8．19～20第1回東部日本ヨット選手権競争，品川にて開催。

9．23～24第1回日本ヨット選手権レース品川にて開催。12呪優

勝/吉本善多（同志社大)，5米優勝／<初風〉（白石・坂倉・

阿藤／三田YC)。

9．24日本ヨット選手権と併せて,第1回インターカレッジ・ヨッ

トレース開催。優勝／吉本・鈴木（同志社大)。

11･3第7回明治神宮体育大会ヨット競技大会,品川にて開催｡｢全

国学生対抗競技」では平松・伊藤（慶應）が優勝。「東西対

抗競技」は同点引分け。

年
１
３
８

兜
昭

ｌ
ｉ

へ

1934年

(昭9）

「神奈川ヨット倶楽部」発足。

北辰YC,三田YC,ヘルムスYC,トリトンYCが合同し，

「横浜セーリング倶楽部」発足。

24呪補機付セーリング・クルーザー<あけぼの>進水。同艇

は初めてく舵〉（8月号）誌上に紹介されたクルーザー。

6．24

6月

7月

1935年3月日本ヨット協会国際

ヨット競技連盟(IYRU)に加盟。

2．26二・二六事件起る。

11．25日独防共協定調印。

1936年

(昭11)

4～10ベルリン五輪ヨット競技。日本は五輪に初参加。吉本

祐一監督,小澤吉太郎コーチ以下,スター級く明星>(財部實・

三井卓雄,補欠龍野一彦)は11位,オリンピック・ヨレ級く燕〉

（藤村紀夫，補欠吉本善多）は22位。

9

1937年

(昭12)

7．24，25横浜セーリング倶楽部主催の下，日本で初めての外洋

レース，大島周航外洋ヨットレース開催。コースは逗子～

第一次近衛内閣成立。

支那事変起る。

６
７

４
７
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関連/社会事項庄一目
Iジ 主要事項

大島（反時計）～逗子。参加4艇で,1位くアオイ>(27M,

進藤光之助,所要時間26時間01分),2位くモカデイック>(28

呪，財部四郎，27時時間10分),3位くわかくさ>(27IJtl,大

村泰敏，27時間40分)。〈朝風〉（36呪，西園寺八郎）はリタ

イア。タイム・アローワンスは，〈朝風>以外の3隻はその

所要時間よりく朝風>の所要時間のl/6を引くという簡単な方

法。

11．5日本モーターボート協会の下に「国防自動艇隊」発足。

2月「ヨット・ペンクラブ」発足。初期メンバーは，関谷健哉，

小田千馬木，安田貞治，小澤吉太郎，大川緩，寺山喜樹，

小野暢三（顧問)，土肥勝由。

6月造艇銅材の統制始まり，東京オリンピック用練習艇以外の

娯楽船の銅材は配給されないこととなる。

7．15束京オリンピック中止。

7．24横浜セーリング倶楽部主催,第2回初島レース開催。1位く花

藤〉（進藤光之助／所要時間23h59m),2位く若草>(西園

寺愛子)，3位く葵〉（大村泰敏)，4位く朝風〉（西園寺八郎)，

〈神風〉（山口良一）＝失格。

10･3米人医師E.Aピーターセン氏とその夫人（吉原）たねさ

んの乗るくハンメル・ハンメル>(8t)が無事太平洋を横断，

7月12日に横浜を出発して85日間を要した。

1938年

(昭13) 4．10三田ヨット倶楽部L級

(18フィート)<SION>進水

東北帝大ヨット部誕生

4月国家総動員法発令。

（
一

9月第二次世界大戦勃発。9．24「日本学生ヨット連盟」発足。1939年

(昭14)

10月横浜港で軍機等の理由で，一部航行禁止区域が設けられる。1940年

(昭15)

（
）12月8日太平洋戦争起る。8月ヨットは公式には「帆艇」と称するようになる。1941年

(昭16)

｢日本学生ヨット連盟」は解消し，「大日本学徒体育振興会」

に吸収される。

1943年

(昭18)

ほぼすべてのレースは中止され，セーリング自体もできな

くなる。〈舵>休刊。

弓
ｊ

ｌｆ
９
４
１

叫
昭

１
ｉ

1944年CruismgClubofAu

stralia創立。

1945年8月15B,日本はポツダム

宣言を受諾し終戦平和が訪れる。

同年12月，オーストラリアでは初

のシドニー～ホバート・レースが

行なわれている。

11．1「第1回国民体育大会」琵琶湖にて開催。併せて「全日本イ

ンカレ」復活。

1946年

(昭21)

日本ヨット協会および学連で「スナイプ」の採用が決まり，

次第にレース熱も再興する。

1947年

(昭22）
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関連/社会事項主要事項年号

(ccJからNORC/､]

在日アメリカ人を中心にCCJ(クルージング・クラブ・オ

ブ・ジャパン）が結成される。当時の主な会員は，グレーン，

アイスター，ロビンソン，サンプソン，山口四郎，横lll晃

らの諸氏。

1948年

(昭23）

1･26帝銀事件

5月く舵〉復刊。

7．21戦後初の外洋レースである大島レース（横浜→大島岡田港

片道）開催。〈アーゴノート〉（慶應大ヨット部／踊田一義）

が単独完走優勝。朝鮮戦争のためアメリカ艇の参加はくブ

ルーワンダー>(28ftケッチ),<はごろも>(25ftヨール）

の2艇のみであったが荒天のためリタイア。

8．26～29CCJ.メンバー藤井敏男氏,12ftラグ・キヤット艇に

て瀬戸内海をクルージング。

11･17～24横山晃氏くミス・シオガマ>(28ftガフ・ヨール）で宮

城県塩釜から横浜まで回航クルージング。

1950年

(昭25）

6月朝鮮動乱始まる。

7月金閣寺消失。

ｱﾒﾘｶズ.ｶｯブに12mｸﾗ

ｽを採用。

へ

日本ヨット協会会長に関谷健哉氏就任。

第1回シルバー・カップ・レース‘‘大島レース”（鎧鐇～初

島～大島～鎧摺）を日本ヨット協会協力のもと開催。参加

17艇。優勝くさくら>(25ft日本大学所要時間21hO3m),

RORCルールを採用。

1951年

(昭26）

２
５

４
８
２
１

9．18サンフランシスコ講和条

約調印。

〈ソプラニーノ〉大西洋横断に成

功。

5．23第2回シルバー・カップ・レース“大島レース"･参加12艇，

完走3艇。優勝くインデイベンデンス>(23ft111口四郎)。

6･149ftケッチ〈わたりどり〉太平洋横断に横浜を出港。7・

17サンフランシスコに到着。

7．25日本ヨット協会とCCJが協同で日本外洋ヨット・レース

(A区：横浜～三崎B区：三崎～下田,C区：下田～清水）

を開催。参加5艇。優勝く風早〉（国際6mU.S海軍)。ハ

ンディキャップを付けずに着順による得点の総計で競技し

た。

1952年

(昭27）

へ

5．1第3回シルバー・カップ・レース“大島レース"・参加12艇，

優勝くアルバトロス>(22ft,新昭-)｡荒天のため完走は3艇。

7･19才リンピック・ヘルシンキ大会。日本選手団（小沢吉太郎

団長，フイン級海徳敬次郎）派遣，27位。

7．24日本ヨット協会主催第2回日本外洋レース。参加6艇。優

勝くアルバトロス>・日本ヨット協会のハンディキャップを

使用。

1953年

(昭28）

4．9日航「も<星号」三原山

で墜落。

5･1二重橋血のメーデー事件

起る。

5･19ボクシングで初の世界

チャンピオン白井義男誕生。

1954年

(昭29）

1．21CCJを改組し，日本オーシャン・レーシング・クラブ

(NipponOceanRacingClub=NORC)結成。設立当時の

登録艇数は19艇。会長：山口四郎，副会長:A.A.マツケ

ンジー，技術顧問：小山捷委員：土井悦，福永昭，岡本豊，

hase
Highlight

hase
Highlight
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関連/社会事項主要事項年号

関根久，渡辺修治，横山晃。

3･28NORC初の主催レースである木更津レース（横浜～木更津

～横須賀）開催。参加12艇。総合優勝くさくら>(日本大学)。

ファースト・ホーム<風早>(US.海軍)。

4．24館山レース（横浜～館山～横須賀)。参加12艇。総合優勝くア

ルバトロス〉（新昭一)。ファースト・ホーム<風早>(U.S

海軍)。

5．28第4回大島レース｡参加艇12艇｡総合優勝くムヤ>(A.Aマツ

ケンジー)。

9．25秋の館山レース。参加l1艇。完走3艇。総合優勝くムヤ>・

10．9第1回初島レース（葉山～伊東=1泊～初島～葉山)。往路

と復路の2レグに分けてその合計タイムで競技。参加9艇。

総合優勝くムヤ>・

l1･14第2回木更津レース。参加10艇。総合優勝くドンガメⅣ>(渡

辺修治)。ファースト・ホームはくムヤ>。

3．1第5福竜丸水爆被災事件

発生。

9．26青函連絡船「洞爺丸」転

覆。

10．4〈鳳凰丸>太平洋横断に広

島港出港。三上，未光，不島の3

氏が同行し,10･26高松を出港，

48日後にホノルルに到着。

11･15保守合同，自由民主党結

成。

へ

5．6第6回大島レース。参加12艇｡総合優勝ぐうルール・ブルー〉

(25ft.井上正春)。

7･12<フルール・ブルー>大阪に向けて横浜を出港。7･26大

阪に到着。

8．5第2回初島レース｡参加12艇｡Aクラス優勝く風早>(U.S海

軍),Bクラス優勝くドンガメⅣ>(渡辺修治)。

年
⑩

５
３

妬
昭

ｌ
ｉ

1．19NORC関東支部が「関東ヨット協会」に加盟。

3･31第4回館山レース。参加19艇。総合優勝くドンガメⅣ>(渡

辺修治)。

5．25第7回大島レース。参加18艇。総合優勝くドンガメⅣ>(渡

辺修治)。ファースト・ホームはくうルール・ブルー>・

7．26第1回神子元島レース（葉山～神子元～葉山)。参加15艇。

総合優勝く古鷹>(20ft福永昭)。フアースト・ホームはくう

ルール・ブルー〉（井上正春)。

10･19第1回初島レース。以前の初島レースをやめ，横浜～初島

回航～葉山のコースとする。総合優勝くどんがめⅣ〉（渡辺

修治)。

1956年

(昭31) 7．29アドミラルズ・カップ｡・

シリーズ始まる。

9月アメリカズ・カップ復活。

<コロンビア>vs<セプター>・4－

0でくコロンビア〉がカップを防

衛。

11．25メルボルン・オリンピッ

ク。日本代表選手派遣はならず，

岩田幸彰氏を視察員として派遣。

12･18日本の国連加盟決定。

（
）

NORC安全規則制定。

第5回館山レース。参加15艇。

小豆島に瀬戸内海のクルーザー6艇がミーテイング。

第8回大島レース，参加15艇。総合優勝く古鷹>(福永昭)。

第2回神子元島レース。コースを鐙錯～神子元～横浜(125

浬）に変更。参加16艇。総合優勝く黒潮>(千葉大)。

第2回初島レース。参加11艇。総合優勝く古鷹>(福永昭)。

1957年

(昭32） ３
４
５
７

０
０
７
８

３
３
１
１

９
，
。

10．11

NORC内海支部設立。

3．22第6回館山レース。

1958年

(昭33）
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年号 主要事項 関連/社会事項

3．27フルシチヨフ，ソ連首相

に就任。

6．1仏ド・ゴール内閣成立。

12･11万円札発行。

5．3第9回大島レース。参加17艇。総合優勝くムヤ>(A.A.マツ

ケンジー)。

7．6〈わたりどり〉クルーの1人鎮目守治氏，米艇<Ramona>

にて日本人として初めてホノルル・レースに参加。

7.31第3回神子元島レース。

10・24第3回初島レース。

内海のレース活動が活発化。関西ヨット協会主催第2回関

西長距離ヨットレース開催（西宮～洲本)。

内海支部主催西宮～和歌浦レース開催。

1959年

(昭34）

3．21第7回館山レース。参加15艇。総合優勝およびファースト・

ホーム〈シャーク8〉（吉川)。

5．3第10回大島レース｡参加16艇｡総合優勝くフライング・フイツ

シュm>(巴工業)｡ファースト・ホームはくムヤ>(A.A.マッ

ケンジー)。後半暴風のため5艇がDNF。

7･18関西ヨット協会主催第3回関西長距離ヨットレース。参加

9艇｡総合優勝,ファースト・ホーム<ツイン・スター〉（秋

田博正)。

7．24第4回神子元島レース。コースを葉山～利島～神子元～葉

山に変更。参加16艇。総合優勝く仰秀>(東京大学)。超微風

のため完走は6艇のみ。

10．17第4回初島レース。台風接近のためコースを短縮。初島を

回らず横浜～葉山間で挙行。参加13艇。総合優勝くジョビア

ル・ファイブ〉（小田)。

へ

皇太子殿下御成婚。

伊勢湾台風。

貿易の自由化。

０
６
１

１
２
１

■
■
由

４
９
Ⅱ

1960年

(昭35）

東海支部発足。

第1回下田レース。この年から館山レースはなくなり，下

田レース（小網代～下田）となる。Aクラス優勝く黒潮〉（千

葉大学),Bクラス優勝くマヤⅡ>(市川‘池田)。

第11回大島レース。参加16艇。総合優勝く月光>(久保田)。

NORC会長山口四郎氏（巴工業社長）急逝。

紀伊水道横断洲本レース。Y19(塚本修）が優勝。

第1回岡田レース（横浜～大島・岡田)。参加16艇。総合優

勝くシャークⅦ〉（関根久)。ファースト・ホームもくシャー

クⅦ>・

第1回鳥羽パール・レース（横浜～鳥羽)。参加4艇｡総合・

Bクラス優勝くチタ〉（チタ・グループ所要時間93h32

m),Aクラス優勝くさがみⅡ>(飯島元次所要時間91h20

m)。ファースト・ホームはくさがみⅡ>・

関東学生外洋レース開催（横浜～初島～葉山)。参加5艇。

優勝く黒潮〉（千葉大学)。

第5回初島レース（走水～初島～葉山に変更)。参加22艇。

Aクラス優勝くさがみⅡ〉（飯島元次),Bクラス優勝くバレ

リーナ〉（クリスチャンセン)。

4．28

.一

５
６
７
８

・27

・15

・16

．5

6･11第1回大西洋シングルハ

ンド．レース・スタート。参加5

艇。タイム・アローワンスなしで

行なわれ，優勝はくジプシー・モ

スm>(フランシス・チチェス

ター)。

8．25第17回オリンピック・

ローマ大会。日本より堀江喜三監

督の下，フイン（穂積八洲雄＝23

位)，スター（山田水域・酒井原

良松＝26位)，ドラゴン（石井正

行．川田節郎．岡本豊＝22位）が

参加した。

10月日本ヨット協会関谷健哉会長

が辞任し，山県勝見会長が就任。

同氏で3代目となる。

京急油壺ヨッテル開設。

8．5

10．9

11．5
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関連/社会事項主要事項年号

1960年6月に前会長山口四郎氏急逝以来空席となっていた

会長に，前日本ヨット協会会長関谷健哉氏が就任。

第1回伊東レース（小網代～伊東,20日伊東～小網代の2

レグで行なう）参加26艇。総合優勝くさがみll>(飯島)。

東海支部主催四日市レース（鬼崎～四日市～鬼崎)。優勝

<Lyra>(NUYC)。

第2回下田レース。総合優勝くしおかぜ〉（山本)。

第12回大島レース。参加24艇。総合優勝くマヤⅡ>(市川)。

第2回鳥羽パール・レース（コースを鳥羽～横浜に変更)。

参加19艇｡総合優勝くどんがめⅥ〉（渡辺修治)。ファースト・

ホームはく白凰>･

関西ヨット協会主催第5回関西長距離ヨットレース（西宮

～洲本)。参加10艇。優勝くリトルキング〉（山口，長畑Y

19)。

内海支部主催第4回紀伊水道レース（新和歌浦～友ケ島～

沼島～蟻島～新和歌浦）参加9艇。総合優勝およびファー

スト・ホーム<コラーサ>(Y19鹿島郁夫)。

学生外洋レース（横浜～初島～横浜)。優勝くべんけいⅡ〉

（法政)。ファースト・ホーム〈早風〉（早大)。

東海支部主催蒲郡レース。優勝くネイビーブルー>(NBCCI

関東支部主催第6回初島レース。参加27艇。総合優勝くドン

ガメⅥ〉（渡辺修治)。

伊豆急開通記念下田レース｡参加16艇｡総合優勝くイーグル>

1961年

(昭36）

3．18

4・ワq白』

８
７
８

２
２
２

４
５
【 7．4ホノルル・レース（トラ

ンスパック・レース)。参加41艇。

練習'帆船く日本丸><海王丸>が特別

参加。

8．7西宮,須磨的形のY19

セーラーが集まり「Y19クラブ」

結成。会長D.Jカイリー氏。

9．23Y19クラブ主催第1回大

阪湾横断レース（須磨～淡輪)。

優勝くボレアス〉（合田，井上，佐

藤)。

12月日本舟艇振興会(業者団体）

発足。

12月日本ヨット協会，岸記念体

育館内に新事務所開設。

へ8．12

8．15

10．14

略
７

●
●

０
１
１
１

12．4

神子元島レース｡参加9艇｡総合優勝くさがみⅡ〉(飯島元次)。

ファースト・ホーム<サルモンⅡ〉（富永弘)。

初島レース。参加20艇。総合優勝くフラミンゴ>･

<コンテッサI>(石原慎太郎),第1回チャイナシー．レー

スに出場｡日本の外洋ヨット初の国際レース参加｡成績4位。

下田レース（下田～小網代)。参加11艇。総合優勝および

ファースト・ホーム<シレナ〉（大儀見董)。

東海支部主催オープン・レース。参加5艇。優勝くライラ>・

第13回大島レース。参加32艇。総合優勝くアーゴノート>，

ファースト・ホーム<さがみⅡ〉（飯島元次)。

東海支部蒲郡レース。優勝くルナ>・

内海支部第5回紀伊水道レース（新和歌浦～沼島～嶬島～

新和歌浦)。優勝くコンパス・ローズ〉（林茂)。ファースト・

ホーム<ツインスター〉（秋田博正)。

第3回烏羽パール・レース。参加32艇。総合優勝および

ファースト・ホーム<バレリーナ〉（クリスチャンセン)。

堀江謙一氏くマーメイド>(19ft)にて単独太平洋横断に成

功し，サンフランシスコ到着（5．12に西宮出港)。

半年の予定で「NORCヨット教室」開催。

初島および利島レース。参加43艇（内32艇は初島,11艇が

利島回り)。初島レース<翔鵺>がファースト・ホーム。利島

1962年

(昭37）

3．23

q･‘）q
u 臼 』

3月

。司

一

4．14

4．17～19第1回東京ポート

ショー開催｡主催日本舟艇振興会。

会場＝東京体育館

4･29Y19ｸﾗプｵｰﾌ°ﾆﾝ

ダ・レース。参加8艇。優勝くミ

ネルバ〉（貴伝名，杉本，大橋)。

４
５

５
５

１。
●

５
７

５
［

7．27

8．12

9．15アメリカズ・カップ°｡<ウ

エザリー>vs<グレーテル>(豪）

4-1でくウエザリー〉が防衛。

９
Ⅱ

７
３

hase
Highlight

hase
Highlight

hase
Highlight
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関連/社会事項主要事項年号
ロご

レース<イーグル>のみ完走。このレースでく早風〉（早大)，

〈ミヤ〉（慶応）の2艇が行方不明。乗員10名（早風＝三原

隆四，小島信浩，青柳充洪，手塚次夫，上田淳一，斉藤元紀，

ミヤ＝寺田辰六，松宮雄一，松宮清，吉岡義哲の各氏）が

行方不明。及びくノブチャン>の井関幸雄氏が落水して行方

不明となる。

関東支部組織刷新。東京湾，横須賀，油壺，小網代，葉IlI

の5フリートを結成。

初島レース｡参加26艇｡総合優勝くモサⅡ〉ファースト・ホー

ムはくさがみⅡ>・

第14回大島レース。参加21艇。総合優勝くアオレレ>(住友

S.C.)。ファースト・ホーム〈シレナ>(大儀見薫)。

内海支部主催小豆島ランデブー。参加13艇。

トランスパック・レースにくコンテッサⅢ〉（石原裕次郎）

が参加。26位。

第4回鳥羽パール・レース。参加24艇。総合優勝および

ファースト・ホーム<竜王丸〉（陳秀雄)。

神子元島レース。参加10艇。総合優勝くシレナ〉（大儀見董)。

東海支部第3回蒲郡レース。参加4艇。優勝くネイビーブ

ルー>。

1963年

(昭38）
八 句 、

a・乙,』

4．28〈コンパスローズⅡ〉（林

茂，柏村勲)日本一周に的形を出

港。

9．24日本ヨット協会理事山口

良一氏死去。行年44歳。

10．4セール・メーカー大原弘

山製帆所主大原多美雄氏死去。行

年60歳。

11･22ケネデイー米大統領暗殺

される。

4．28へ

２
４

５
［

7．26

０
０
２
２

。
■

９
Ⅷ

日本外洋|帆走協会設立のための発起人会が開かれる。関谷

会長，飯島元次，植田一信，渡辺修治，土肥勝由，横山晃，

福元弘，田山のメンバー（銀座オリンピックにて)。

NORC(日本オーシヤン・レーシング・クラブ）が，社l寸l

法人日本外洋帆走協会（略称・呼称は従来通りNORC)に

改組。初年度役員は（会長）関谷健哉。（副会長）古屋徳兵

衛，秋田博正。（專務理事）飯島元次。

第1回理事会（飯島商店にて）

第2回チャイナシー・レースにくコンテッサⅡ〉（石原慎太

郎）が参加。

学習院大学ヨット部く翔鵺>(29ft)が3．21小網代スター

トで行われる予定だった初島レース参加の為廻航中，三浦

半島南岸の岩場にて遭難。市村善忠，大野繁郎，麻生次郎，

松平永忠，若林克人の各氏が死亡。

神津島レース（下田～神津島～城ヶ島)。

野島レース（鬼崎～野島～鬼崎)。

NORC海技教室が朝日新聞社後援で開講。

第15回大島レース。参加24艇｡総合優勝およびファースト・

ホーム<シレナ〉（大儀見薫)。

第5回鳥羽パールレース。参加19艇｡総合優勝くノブチヤン〉

ファースト・ホーム<K-7>･

第8回洲本レース。参加12艇。優勝く叉玄>･

神子元島レース（コース：小網代スタート，神子元島反時

1964年

(昭39）

1 ， 句

上・乙｡

n1

乙骨」

へ
2．16

3月 3．10岡本造船所の岡本酒造氏

が急逝。行年70歳。

8．15関西ヨットクラブ結成。

8．22ドラゴン級を除くオリン

ピック4種目（フィン級,FD級，

スター級,5.5m級）の日本代表

選手最終選考会。

9･19束京ボート株式会社社長

鈴木享氏が急逝。行年61歳。

10．10国鉄東海道新幹線開通。

10･10第18回オリンピック東京

大会開催（江の島)。成績はフィ

ン級15位(33隻),FD級15位(21

隻)，スター級13位(17隻),ドラ

ゴン級17位(23隻),国際5.514位

(15隻)。

3．20

４
３
翠
銅

■
●
●
参

５
５
５
－

7．24

５
１
１
３

０
。』

８
Ｋ
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年号 主要事項 関連/社会事項

計廻，城ヶ島フィニッシュ。出場16艇。総合優勝くシレナ〉
（大儀見董)。

10･11蒲郡レース。参加9艇。優勝くネイビー・ブルー〉

11．22小網代カップ・レース。参加17艇優勝くコンテツサⅡ>(石
原慎太郎)。

11．23第2回高松レース。優勝くミネルバⅡ>(貴伝名一良)｡11.

21竹生島レース。

12･13第1回相模湾ポイントレース。参加24艇。優勝くイーグル〉

（松田)。ファースト・ホーム<コンテッサI>。

11･24干葉県沖でシーホース68

号艇遭難。

1965年

(昭40）

第2回相模湾ポイントレース。参加21艇。優勝くジョヴイア

ルV)。

第3回相模湾ポイントレース。優勝くシレナ〉（大儀見薫)。

ファースト・ホーム<汐風>･

初島レース（小網代湾外スタート)。参加20艇。総合優勝くモ

サⅡ>・ファースト・ホーム<ロータス>・

NORC事務局，中央区日本橋北新堀町から港区琴平町35船

舶振興ビル日本海事広報協会内へ移転。

下田南進黒潮レース。参加13艇。優勝くシェダー>・

京都支部発足。（後の近畿北陸支部）

横浜～神戸レース。

京都支部第1回堅田～沖ノ島レース。参加6艇。

トランスパック・レース。〈コンテッサⅡ〉(石原裕次郎，49

位)，〈チタⅡ〉(丹羽由昌，53位)。

東海支部熊野灘レース（浜島～鬼崎～尾鷲崎)。参加5艇。

優勝艇くケリダ〉（ブラザーミシン)。ファースト・ホーム

〈タートル〉（竹内佐知彦)。

紀伊水道レース｡参加6艇｡優勝くビーバーⅢ>･ファースト・

ホーム<さちかぜ>・

第6回鳥羽パールレース｡全艇タイムリミットで,ノーレース。

第9回洲本レース。参加12艇。優勝くドルフインⅢ>・フアー

スト・ホーム<琴塚>･

東海支部三河湾レース。

初島レース。

東海支部蒲郡レース。参加9艇。優勝くカレン〉（大野）

神子元島レース。参加8艇。優勝，ファースト・ホーム<チ

ルデ>・

小網代カップレース。参加13艇。優勝およびファースト・

ホーム<シレナ〉（大儀見董)。

内海支部高松レース。的形港～高松港。

関谷健哉氏(NORC会長・横浜海洋科学博物館長),勲2

等瑞宝章授与。

1．174

へ

2月

2．7米機北爆開始

ベトナム戦激化。4．3

「テンペスト」国際級に採用。

江の島ヨットクラブにOP級入

る。

少年ヨット活動始まる。

ヨット協会誌「YACHT」復刊。

4．10

5．

6月

2

6．13

7月

7．1名神高速道路全通。

ワントン・カップ始まる。

(レーテイング27.5ft)。

7．12

（
）

７
８

３
４
２
１

■
●

8月

9．25

9．26

10．22

11．20

11．20

12月 12･8日韓条約調印。

1966年

(昭41)

1･30第1回相模湾ポイントレース｡第2コース(小網代～江の島

～葉山～小網代）で行なわれる。優勝くコンテッサI>｡

1月大学紛争始まる。
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関連/社会事項キ要事項年号

2．4全日空機羽田沖に墜落。

4月中国社会主義文化大革命起

る。

5月第1回ワン・オブ・ア・カ

インド・レガッタ開催。

％トン・カップ始まる。

第2回相模湾ポイントレース。優勝くロータス>・

第3回チャイナシー・レースにくふじ>(陳秀雄,DNF),<月

光Ⅱ〉(久保田正敬,12位）が参加。

初島レース。20時小網代スタート，小網代～初島～小網代。

総合優勝くジョビアルー5Ⅱ>・ファースト・ホームはくローダ
づ、
／､／o

黒潮南進レース（下田～神子元～城ヶ島)。暴風雨のため1

日延期,コースも変更して行なわれた｡総合優勝くはやとり>・

ファースト・ホーム<コンテッサⅡ>・

第3回相模湾ポイントレース。18隻参加。優勝くモサⅢ>・

第16回大島レース。正午葉山スタート，参加21隻。総合優

勝くトンガ>・ファースト・ホーム<コンテッサⅡ>･

第4回相模湾ポイントレース｡参加19隻｡優勝くくコンテツサⅡ>・

初島レース。参加19隻。総合優勝およびファースト・ホー

ム<コンテッサⅡ>・

第5回相模湾ポイントレース。江の島～葉山～小網代湾

フィニッシュ。参加14隻。優勝くコンテッサⅡ〉・

第7回鳥羽パールレース｡参加艇17隻｡総合優勝くモサⅢ>(小

泉信一)。ファースト・ホームはオランダの73ft外洋レー

サー<ストーム・フォーゲル>・

NORC「熱海ランデブー」開催。

東海支部三河島湾レース。優勝，ファースト・ホーム〈ライ
ー、

フノ。

第6回相模湾ポイントレース。参加17隻。優勝くトンガ>・

第7回相模湾ポイントレース。参加20隻。優勝くトンガ>・

東海支部蒲郡レース。参加9隻。総合優勝くタートル>・

第8回相模湾ポイントレース。参加9隻。優勝くコンテッサⅡ>・

神子元島レース｡参加13隻｡総合優勝くモサⅢ>・ファースト・

ホーム<稲竜>・

初島レース。参加13隻。ファースト・ホーム及び総合優勝

くロータス>・

第9回相模湾ポイントレース。参加15隻。優勝<K-7>・

内海支部高松レース。的形～高松（43マイル)。参加9隻。

ファースト・ホーム及び総合優勝くりヒト〉（甲南大学)。

第4回小網代カップレース。参加17隻。優勝くシレナ>(大

儀見薫)。ファースト・ホーム<稲竜〉（栗原宣明)。

第10回相模湾ポイントレース｡参加17艇｡優勝くコンテッサⅡ>。

ワ・ワ7
日 竺 『

3月

4．2

5．4

５
５

５
８
１
２

●
、

一

２
５
１
２

●
■

６
６

局1万

／．上／

7．29

8．7

陞
皿
２
２
１２

８
９
、
、
、

へ

10．22

11･12極東選手権が香港にて開

催。（日本総合3位)。

１
１
１
１

喝
２

11．26

12．11

第1回相模湾ポイントレース。参加23艇。優勝く竜王丸>・

第2回相模湾ポイントレース。優勝くコンテッサⅡ>・

西部内海支部を改め，西内海支部の名称により結成。

NORCレース旗を制定。

第3回相模湾ポイントレース。

初島レース。参加19艇。総合優勝くケロニア>・ファースト・

ホーム〈ミス・サンバード>。

1967年

(昭42）

２
９
６

２
ｌ
２

ｅ
Ｇ
●

１
２
２

９
１

１●
●

３
４
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圧呂
Iジ 関連/社会事項主要事項

第4回相模湾ポイントレース｡参加19艇｡優勝くコンテッサU>｡

第1回八丈島レース。参加5艇。優勝くチタⅡ〉（丹羽由昌)。

ファースト・ホーム〈ミス・サンバード〉（山崎達光)。

第1回大島廻航レース。参加艇13隻。優勝くケロニア>(大

谷正彦)。ファースト・ホーム<竜王丸〉（馬塲邦彦)。

第5回相模湾ポイントレース。参加艇21隻。優勝く竜王丸>･

第17回大島レース。参加艇28隻。総合優勝くモサⅢ>(守屋

克己)｡ファースト・ホーム〈ミス・サンバード>(IIII崎達光)。

第6回相模湾ポイントレース。参加艇24隻。優勝く竜王丸>･

初島レース。参加艇29隻。総合優勝くケロニア〉（大谷正彦)。

ファースト・ホーム<潮風Ⅲ〉（竹下政彦)。

第7回相模湾ポイントレースc参加艇16隻｡優勝く竜王丸>・

関東支部上半期表彰式(江の島ヨットクラブ)。

第8回烏羽パールレース。参加艇22隻。総合優勝くミス・サ

ンバード>・

第8回相模湾ポイントレース。参加艇24隻。

関東支部主催「クルーザー海洋教室｣。協賛艇12隻43名。

第9回相模湾ポイントレース。総合優勝くモサⅢ>･

第10回相模湾ポイントレース。

第12回神子元島レース。参加艇21隻。総合優勝くシレナ>(大

儀見薫)。

第3回初島レース。

相模湾葉山沖にてくジョビアルv-1>(武蔵工大所有）遭難。

第5回小網代カツプレース。参加13隻。総合優勝および

ファースト・ホーム<飛車角Ⅱ〉（名和幸夫)。

・16

・3

４
５

キングフィッシャー協会の第3回

親善レース。

戸F

D・0

４
７
１
２

■
■

５
５

6･11全日本学生モーターボー

ト選手権。優勝福岡大。

１
４
１
２

。
○

６
６

９
略
詔

■
●
■

７
７
７

へ

9･12アメリカズ・カップ<イ

ンレピッド>が防衛。

9．17～20第22回国体開催。

ヨット競技優勝茨城。

10．8第1次羽田事件。

10．20吉田茂死去（戦後初の国

葬)。

〈ジプシーモスⅣ〉でフランシ

ス・チェチェスター（65歳）が単

独世界一周（226日間）に成功。

％トン・カップ始まる。

11．25Y-15遭難。

旧
”
３
１
別

●
昏
●
●
●

８
８
９
ｍ
ｍ

０
１
１

１
１
１

詔
３
あ

1968年

(昭43）

第1回相模湾ポイントレース。参加22艇。優勝く天城>・他

艇は全艇DNF・

第11回理事会にて，小笠原レース計画案が出される。（渡辺，

角田理事)。役員は関谷健哉氏（会長)，古屋徳兵衛，秋田

博正氏（副会長)，大儀見薫氏（専務理事)。

<ミス・サンバード〉（山崎達光）とくミネルバⅢ〉（貴伝名

一良)の2艇がチャイナシー・レースに参加｡〈ミネルバⅢ>，

<ミス・サンバード〉は，それぞれ5位と9位。

大島廻航レース。

第2回八丈島レース。下田スタート。参加艇6隻。優勝お

よびファースト・ホーム<天城〉（渡辺修治)。

第18回大島レース。

京都支部多景島レース。沖の島～多景島～白石～沖の島。

第6回相模湾ポイントレース。参加艇27艇。前期6戦終了。

前期総合優勝くはやまる>｡JOGカップ°<明日香>(加藤栄美)。

初島｢舵｣杯レース。参加艇17隻｡優勝く明日香〉（加藤栄美)。

ファースト・ホーム<モサⅢ>・

内海支部紀伊水道レース。

第1回太平洋横断レースにおいてスローカム協会に協力す

1．21

2．18

ダニ

ー

4．5

４
５

詔
２

５
６
６

妬
８
９

■
●
■

6月神奈川県小網代湾にシー

ポニア・ヨットハーバー開設。

シーポニア・ヨットクラブ設立。

6．29

０
５
２
２

●
●

７
７
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関連/社会事項主要事項年号

ることを決定（第13回理事会)。

第9回鳥羽パールレース｡参加艇26隻｡強風の為,全艇DNFo

NORC主催クルーザー夏祭り。シーボニア・ヨットクラブ

前にて開催。

西内海支部にて別府フリート結成。

第1凹別府レース（別府湾第4号灯標～111口県八島)。参加

8艇。優勝く牛若丸>・ファースト・ホーム<琴塚>・

「NORC海洋教室」開催。

西内海支部柱島レース（宮島～手島～絵の島)。優勝くやし

る>･

京都支部竹生島レース。

神子元島レース。

初島レース。

相模湾クラスV親善レース。参加13艇。優勝くあすなろ>・

内海支部高松レース。参加10艇。優勝く甲竜I>・

第6回小網代カツフレース。参加22艇｡優勝くオリンパスⅢ〉

（落合公平)。ファースト・ホーム〈ミス・サンバード>・

東海支部，年度表賞式ならびに年末例会。

相模湾ポイントレース。参加21艇。優勝くはやまる>。

７
８

６
０
２
１

５
７
１
１

●
■

８
８

８
５

１
●
●

８
Ｋ 10月第19回オリンピック・メキ

シコ大会。NORCのメンバー陳

氏，メキシコ五輪ドラゴン級に出

場。

10･17川端康成ノーベル文学賞

受賞。

12．10府中で3億円事件起る。

５
肥
泌
３
理
塑

■
■
■
ｅ
●
甲

０
０
０
１
１
１

１
１
１
１
１
１

一

５
８

●
命

２
２
１
１

太平洋横断シングルハンド・レース（スローカム協会主催）

に協力。IOR制定。1970年より発効。

東海支部，〈チタⅢ世>の壮行会が行なわれる。

相模湾ポイントレース。

内海支部，オーナー会議が開催される。

東海支部，第8回海技教室が開かれる。

第2回相模湾ポイントレース。参加26艇。

東海支部第2回伊勢湾ポイントレース。優勝くしゃち>･

東海支部第1回造艇懇話会が開催される。

初島レース。参加23艇。優勝およびファースト・ホームくく

るしおⅡ>･

東海支部伊勢湾レース。優勝くあや>・

東海支部，小牧救難航空隊を見学する。

第3回相模湾ポイントレース。

第3回大島廻航レース。参加14艇。総合優勝くレツドシヤー

ク>・（関根久)。ファースト・ホーム〈ミス・サンバード>･

第3回八丈島レース。小網代スタート。参加6艇。優勝くは

やまる>･ファースト・ホーム〈ミス・サンバード>･

西内海支部ランデブー開催。

第19回大島レース｡参加25艇｡総合優勝く竜王>･ファースト・

ホーム〈ミス・サンバード>・

相模湾ポイントレース。参加29艇。

初島レース。参加23艇｡優勝くベラ〉（武市俊)。ファースト・

ホーム<シマ〉（長谷川喜一郎)。

トランスパック・レースにくチタⅢ〉(丹羽由昌，47位）が

l8東大安田講堂事件。

2Oニクソン米国大統領就

1969年

(昭44）

1

1

任。
記
９
鋤
９
略
剖
２
５

１
２
２
３
３
３
４
４

3．15太平洋単独横断レース

（サーンフランシスコ～城ヶ島）で

くペンデュックV>(タバルリー）

優勝（39日間)。へ

４
４
４
４

６
四
釦
恥

○
○
句
Ｇ

声1

0。」

３
型

●
●

５
５ フィン級太平洋選手権開催(11

国28隻)。

6．8ベトナムの米軍撤退開

始。

7．2Oアポロ11号で人類月に第

1歩を記す。

８
詔

。
●

６
６

7月
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関連/社会事項年-号
ロ己 主要事項

参加。

第10回鳥羽パールレース。参加28艇。総合優勝くベガⅢ>(宮

沢秀夫)。ファースト・ホーム〈ミス・サンバード〉（山崎達

光)。

シーボニアヨットクラブにて「夏まつり」開催。

内海支部洲本レース。参加18艇。

第3回「クルーザー教室」開催。参加者40名。

相模湾ポイントレース。参加34艇。

西内海支部ダイヤモンドレース。優勝くアンタレス>･

相模湾ポイントレース。

相模湾ポイントレース。

第14回神子元島レース。参加23艇。総合優勝およびファー

スト・ホーム<竜王>・

西内海支部柱島レース。

第7回小網代カップレース。参加28艇。総合優勝くくるしお

U〉（小林敏男)。

シドニー～ホバート・レースにくバーゴ>(武田陽信,21位）

が参加。

7．25

２
ｍ
訓
７
副
旭
６
皿

。
●
■
●
●
■
。
。

８
８
８
９
９
ｍ
Ⅱ
Ⅱ 二匹

５
２
１
２

●
●

１
１
１
１

12．26

中部支部伊勢湾ポイントレース。参加5艇。優勝くゼロ>・

相模湾ポイントレース。

2月の理事会にて、関谷健哉氏（会長)，古屋徳兵衛，秋田

博正氏（副会長)，大儀見薫氏（專務理事）を再選。

第5回チャイナシー・レースでくチタⅢ>(丹羽艇長）が総合

優勝を果たす｡総合2位はくエピキュリアンU>(東海支部)。

初島レース。参加27艇。

大島廻航レース。参加17艇。

第4回八丈島レース。参加9隻。総合優勝およびファース

ト・ホーム〈ミス・サンバード〉（山崎達光)。

第20回(緊急)理事会｡角田東海支部長より会員艇くエピキュ

リアンⅡ〉の密輸事件の経過詳細説明あり。

第20回大島レース。参加29隻。

第1l回鳥羽パールレース。参加47艇｡総合優勝およびファー

スト・ホーム<竜王>・

「NORC夏まつり」シーポニア・ヨットハーバーで開催。

第8回相模湾ポイントレース。参加31艇。

第9回相模湾ポイントレース。参加34艇。サマーシリーズ・

レース総合成績。クラスIⅡⅢ混合，クラスⅢ優勝く竜王>･

クラスI優勝<K-7>・クラスⅡ優勝くコンテッサU>・ク

ラスⅣV混合，クラスⅣ優勝くベガⅢ>・クラスV優勝くホリ

デイ〉・

第15回神子元島レース。参加24艇。総合優勝およびファー

スト・ホーム〈ミス・サンバード〉（山|崎達光)。

第13凹紀伊水道レース。参加7艇。優勝く臼峰||>(松岡敏)。

第11回相模湾ポイントレース。参加28艇。

1970年

(昭45）

・15

・8

１
２

大阪万国博覧会開幕。

日航機「よど号」乗っ取

3月 3．15

3．31

り事件。
４
４
５
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一

年号

1971年

(昭46）

1972年

(昭47）

主要事項

11･23第8回小網代カップ・レース｡参加21艇｡総合優勝くメルジー

ネ〉（武部喜一)。フアースト・ホーム<K-7>(栗林定友)。

12．6NORC内海支部主催第1回高松ポイントレース。参加8艇。

優勝くでんぷくⅡ>。

1．30第1回相模湾ポイントレース。参加33艇。

3･14第1回相模湾小型クルーザーレース。参加17艇。優勝くさら

文>・

3．21内海支部主催岡山ヨット・クラブ結成記念レース。参加12

艇。優勝くどんべえ>･

4･10初島レース。参加36艇。総合優勝く竜王>･

5．1第5凹八丈島レース｡参加15艇｡優勝く竜王>(陳秀雄)｡ファー

スト・ホーム〈ミス・サンバード〉（山崎達光)。

5．2西内海支部主催別府レース。参加17艇。優勝くしらみねI>。

5．8第5回大島廻航レース。参加22艇。総合優勝く竜王>・

5．23大阪湾横断レース。参加16艇。優勝くアルテイミス>・

6･12第24回理事会にて翌年の1972年に那覇～城ケ島国際レース

を実施することを決定。

6．19初島レース。参加43艇。総合優勝く竜王>・

6．29東海支部のく白雲〉（榊原伊三氏2名）が世界一周達成。

7･18衣浦再発足記念レース。総合優勝くアヤ>・ファースト・ホー

ム<エピキュリアン>。

7．30第12回鳥羽パールレース。参加62艇。烏羽～城ケ島。総合

優勝くベガ>・ファースト・ホーム〈ミス・サンバード>･

8．14NORC内海支部夏まつり。

8．16NORC関東支部夏まつり。

9･12ジヤパンカップ・レース（稲取レース)。Aクラス1位くコ

ンテッサⅡ>,Bクラス1位く竜王>・

9．12第3回衣浦ポイントレース。参加10艇。総合優勝くサイキ>・

ファースト・ホーム<チタⅢ>･

l0．1～3第16回神子元島レース。参加27艇。ファースト・ホー

ム<ロシナンテ>･クラスI～V優勝く旭Ⅱ>･クラスⅣ優勝く昌

代>・

10･24第6回播磨灘クラスVレース｡参加26艇｡侭勝くドンジリⅡ>･

11．20第9回小網代カツプレース｡参加艇20隻｡圖勝くサンバードⅡ>・

12･2東海支部冬まつり開催。

12．4高松レース。参加18艇。

12･12内陸支部第5回高松ポイントレース。

12･22関東支部冬まつり開催。

12．29シドニーーホバート・レース。日本艇くバーゴⅡ〉は総合36

位。

2．26クラブハウス委員会により，クラブハウスとして城ヶ島灯

台博物館護受案が出される。関谷健哉氏（会長)，古屋徳兵

衛，秋田博正氏（副会長)，大儀見菫氏（専務理事）再選。
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関連/社会事項

学連制式艇に470級採用。

第6回アジア大会ヨット競技に

FD,OK,モス級優勝。

1．22ドラゴン世界選手権大

会。参加16艇。

6月沖縄返還協定調印。

7．14トランスパック・レー

ス。〈ウインドワード・パッセー

ジ>が完全優勝。

7.29ｱドﾐﾗﾙス･カップ｡

英国が優勝。

9．5～9．8第26回国民体育

大会ヨット競技。

10月中華人民共和国，国連に加

盟。

12･5シーラス148号艇遭難。

稲村ヶ崎沖。3名死亡。

1･24グアム島で横井庄一元日

本兵発見。
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関連/社会事項主要事項年号

2．3札幌冬期オリンピック開

幕。

相模湾ポイントレース。参加19艇。優勝くサンバードU>・

相模湾ポイントレース。参加18艇。優勝くバーバリアンⅡ〉･

三崎沖にてくオリンパスⅢ>が遭難。3名死亡。

第6回チヤイナシー・レースにくチタⅢ>(丹羽由昌，3位）

が参加。

NORC事務局が港区芝琴平町の船舶振興ビル3Fに移転。

相模湾ポイントレース。参加艇37隻。総合優勝くシマl1>･

第1回沖縄～東京レース。参加12艇。830浬。総合優勝くチ

タⅢ〉（所要時間108h32ml7s)。

第6回大島廻航レース。参加艇34隻。総合優勝くシーフアー

ラーⅢ>・

内海支部ランデブー。

第1回玄海レース｡参加15艇｡優勝く山笠>(福岡フリート)。

第22回大島レース。参加39艇。総合優勝くくるしお>･

内海支部臨時総会，関西ヨットクラブにて開催。

第2回初島レース。参加50艇。優勝くクレージー・ブルー>･

第13回鳥羽パールレース。参加艇68隻。総合優勝-IORク

ラス〈レナ>,RORCクラス<たけし>・

第3回相模湾ポイントレース。参加艇13隻。優勝く旭Ⅱ〉・

第3回高松ポイントレース｡参加14艇｡総合優勝くドンドロ>・

佐世保レース。27浬。参加11艇。総合優勝く志摩>・

第1回葉山カップレース｡参加16艇｡ファースト・ホーム<サー

ンバードⅡ>･

第17回神子元島レース。参加33艇。総合優勝くシー・フアー

ラー1I>･

第3回初島レース。参力||艇53隻。総合優勝くリーディング・

レディー>･

第10回小網代カップ。参加27隻。総合優勝くローデムⅢ>・

ファースト・ホーム<旭Ⅱ>・

ワントン・カップ（シドニー）にくサンバードⅡ〉(山崎達光，

14位）が参加｡<サンバードⅡ〉はシドニー～ホバート．レー

スにも参加した（24位)｡<バーゴI>(武田陽信）は50位。
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０
７

１
１
２
２

●
Ｆ
①
◆

３
３
３
３

１
６
９
１
２

４
４
４

4．29

へ
３
喝
”
Ⅳ
拠
詔

ａ
ｂ
ｃ
寺
。
■

５
５
５
６
６
７

5．15沖縄祖国復帰。

6．4第90回キールウイーク。

参加国33ケ国，参加艇800隻。

6．1l大西洋横断シングル・ハ

ンド・レース開催。

6．16バミューダ・レース開

催。

6･18ジヤパンカップ参加12艇

で開催。

7．14470級ヨーロッパ選手権

に日本チーム出場。

8．28キールにおいてミュンヘ

ン・オリンピック・ヨット競技開

催。日本フイン級27位,FD級19

位。

9月日中国交回復。
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９
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１
１
１
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10．20

11．qJ

11．18

《
）12．9

1月ベトナム和平協定調印。金

融引き締まり，円為替を変動為替

制に移行。

4月ウォーターゲート事件。

初代会長関谷健哉氏，会長を辞任し，名誉会長となる。

第1回相模湾ポイントレース。参加46隻。

第2回相模湾ポイントレース。参加46隻。

第3回相模湾ポイントレース。参加45隻。

初島レース。参加54隻。クラスI～V総合優勝くサンバード

Ⅱ〉･クラスⅥ～Ⅵ総合優勝艇くトレーサー〉。

八丈島レース。参加25隻。ファースト・ホームおよびクラ

スI～Ⅲ優勝くサンバードI>・クラスⅣ～V優勝くローデム

Ⅲ>･

東海支部熊野レース。総合優勝くグランパス>･ファースト‘

ホーム<ナイトU>。

第23回大島レース。参加46隻。クラスI～V優勝くサン・ス

1973年

(昭48）
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関連/社会事項年号 キ要事項

ピナー>・クラスⅥ～Ⅶ優勝くトレーサー>。

5．27内海支部大阪湾横断レース。13隻参加。総合優勝く多賀Ⅱ>･

ファースト・ホーム〈シェラザード>・

6月NORC事務局，船舶振興ビル3Fから4Fに移転。

6･10内海支部西宮ポイントレース。参加12隻。修正1位および

ファースト・ホーム<フジコⅢ>・

6．3第4回相模湾ポイントレース。参加52隻。

6･16初島レース。参加56隻。クラスI～Ⅲ優勝く旭Ⅲ>・クラス

Ⅳ優勝くクレージー・ブルー>･クラスV優勝くさら文>・ク

ラスⅥ優勝くミストラル>・クラスⅦ優勝くトレーサー>・

ファースト・ホーム<ロシナンテⅢ>・

6月ハーフトン・カップ．（デンマーク）にくサラブレット>(伊藤

正，8位）が参加。

7月トランスパック・レースにくコンテッサm>(石原裕次郎，

53位）が参加。

8･1堀江謙一氏くマーメイドⅢ〉単独世界一周（西回り）航海

のため生穂港を出港。翌74年1月5日ホーン岬通過，5月

4日忠岡港（大阪）帰港。275D13時間10分。

8．3第14回鳥羽パールレース参加97隻。クラスI～V総合優勝

くトシⅢ>･クラスⅥ～Ⅶ総合優勝くトレーサー>･

9．15沼津・清水フリート共催第1回神子元島レース。清水～神

子元島～沼津間約70マイル。参加15隻。Aクラス優勝くウイ

ンディー>･Bクラス優勝くトキⅡ>・

10･12第18回神子元島レース。参加51隻。総合優勝およびフアー

スト・ホーム<旭Ⅱ>・

l1月ORC国際会議（英）において,NORCがグループXIに

正式に記載されることになる。NORCが正式のナショナ

ル・オーソリテイーに指定公認されることになった。

12月駿河湾支部発足。

12･1第38回緊急理事会において会長に古屋徳兵衛氏が選任さる･

副会長は秋田博正，飯島元次両氏。専務理事には大儀見薫

氏が選任された。

学連はこの年からA級デインギー

廃止，国際470級採用。

へ

8．8金大中事件起る。

10月第4次中東戦争起り，石油

危機狂乱物価現出。

10･23江崎玲於奈博士ノーベル

物理学賞。

へ

1･17日本ヨット協会副会長

上田健治郎氏死去。

清水フリートしもやけレース。参加14艇。優勝く翻車魚>・

NORC発足20周年。

社団法人日本外洋帆走協会認可10周年。古屋徳兵衛氏（会

長)，秋田博正，飯島元次氏（副会長)，大儀見薫氏（専務

理事）再選。

横浜フリート東京湾カップ。参加21艇。優勝くエマノンⅢ>･

高松フリートポイントレース。参加10艇。優勝くカプリス>・

相模湾ポイントレース。参加48艇。

沼津フリートウインターシリーズ。

第7回チヤイナシー・レースにくわだつみ>(金子一芳，2位）

が参加。

初島レース。参加39艇。クラスI～V優勝くサンバードl1>｡

1974年

(昭49）
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関連/社会事項年号 主要事項

クラスⅥ～Ⅶ優勝くレキュメール>･ファースト・ホーム

<バーゴⅡ>･

第2回沖縄～東京レース。参加17艇。総合優勝およびファー

スト・ホーム<サンバードⅡ>・

第24回大島レース。参加39艇。総合優勝くサン・ボーイ〉･

ファースト・ホーム<天城Ⅱ>･

第1回三宅島レース｡参加11艇｡総合優勝くせらびⅡ〉・ファー

スト・ホーム<ダボハゼⅢ〉（土肥丈志)。

第8回大島廻航レース。参加14艇。

駿河湾支部神子元島レース。参加11艇。クラスA優勝くミミ

Ⅱ>･クラスB優勝く青雲>・

東海支部熊野～志摩レース｡参加30艇｡優勝くナポレオンⅡ>･

ファースト・ホーム<アヤⅡ>･

高松フリート第3回ポイントレース｡参加11艇｡優勝く讃州>･

沼津フリートポイントレース。

駿河湾支部用宗レース。参加16艇。優勝くサムシング>･

第1回江の島～清水レース｡参加50艇｡優勝くサンポーイ〉。

沼津フリート田子島廻航レース。

第15回烏羽パールレース。参加119艇｡総合優勝くタキオン>･

第1回“油壺ちびっこカップヨットレース”開催。

クォータートン・カップ（スウェーデン）にくトレーサー〉

(三宅智久)，〈チタV>(丹羽由昌）が参加。

第1回全日本レベルレース選手権（相模湾)。参加51艇。

内海支部第2回オリーブレース。参加16艇。優勝く讃州>・

第7回八丈島レース。参加17艇。優勝およびファースト・

ホーム<サンバードU>・

第1回大島～初，島レース。参加19艇。

沼津フリートポイントレース。

内海支部第1回サントピアレース｡参加艇40艇｡優勝く猪牙>・

ファースト・ホーム<アルビレオ>・

第19回神子元島レース。参加57艇。総合優勝およびファー

スト・ホーム<サンバードⅡ>･

第12回小網代カツプレース。参加56艇。総合優勝および

ファースト・ホーム〈コンテッサⅥ>。
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6．27二クソン米大統領辞任。

7．28青木洋氏く信天翁>で世界

一周を達成し，石津に帰港する。

9月

9．15

10．10

9･10アメリカズ・カップに米

国防衛。

10．8佐藤前首相ノーベル平和

賞。

２
３
０

１
１
２

■
●
■

０
０
０

１
１
１

（
）

11，2

11．23 12．26シドニーーホパート・

レース開催。

lSORC'75．総合優勝<S-

Tinger>。

NORC安全規11|｣改訂。内容はORC特別規則を導入。軽ク

ルーザーの名称を廃止。登録艇に安全検査を実施。事故報

告書提出の義務付けなど。

1･19近畿北陸支部1月ポイントレース。

2．9～11内海支部主権第1回フリート対抗レース｡参加11艇｡<ゆ

うなぎⅢ，黒猫，讃州>が上位独占。

2･16近畿北陸支部ポイントレース。

2．19横浜フリート第2回東京湾レース。参加20艇。IORクラス

優勝くパサート>。

3．2第1回相模湾ポイントレース。参加43艇。

1975年

(昭50)



年号

へ

---

左要事項

3．9高松フリート第1回ポイントレース｡参加7艇｡優勝く黒猫>・

3．21～23春のレベル・レース・ウイーク。参加44艇。優勝ワン

トン<都鳥>’3/4トン〈プルメリアⅢ>’1/2トン<ジンⅥ>，

l/4トン<サンバードⅢ>・

4．5初島レース。参加60艇。

4･13第2回相模湾ポイントレース。参加37艇。

4．27サントピア・オレンジカップ。参加41艇。総合優勝くサンバ

ードⅢ>･

5．2第1回洲本～小網代レース。参加22艇。総合優勝くモーラン

Ⅳ>・ファースト・ホーム<コンテッサⅥ>・

5．3第9回大島廻航レース。参加47艇。ファースト・ホーム<サ

ンバードⅡ>・優勝クラスI～Ⅳ<マウピティ〉，クラスV～

Ⅵ<サンバードⅢ>･

5．24第25回大島レース。参加65艇。優勝クラスI～V<サンバー

ドⅡ>，クラスⅥ<サンバードⅢ>・

6．l洲本フリートオープンレース｡参加21艇｡総合優勝く風来坊>o

6・15近畿北陸支部ポイントレース。参加13艇。

7月近畿北陸支部ポイントレース。参加12艇。

7．4トランスパック・レース。〈都烏Ⅲ〉（総合41位クラス5位),

〈デイック・チタ>(14位,5位),<ビンド・フェンペデル〉

（49位,13位)。

7．8’75クォータートン・ワールド(仏)にNORCより山田，高

城両氏を派遣。1978年日本開催の準備。

8．18第16回烏羽パールレース。参加105艇。総合優勝く龍飛>,

ファースト・ホーム<コンテッサⅥ>,Nクラス優勝くアクア

クⅡ>･

9月沖縄海洋博協会主催第2回太平洋横断シングルハンド・

レース。参加8艇。戸塚宏氏くウイング・オブ・ヤマハ>が

優勝。

9．6全日本レベル・レース・ウイーク'75．参加50艇（3/4トン

9艇,1/2トン20艇,1/4トン21艇)｡3/4トン優勝く天城Ⅱ>,

1/2トン優勝くエミリー11>,1/4トン優勝くサンバードⅢ>･

9･13第2回三宅島レース。参加40艇。総合優勝く龍飛U>｡

9．22初のヨット専用SSB海岸局として三崎ヨット開局。

10･9第8回八丈島レース｡参加10艇｡優勝くコンテツサⅥ>・

10･10第2回大島～初島レース。参加41艇。総合優勝くチヤチヤ>･

ファースト・ホーム<裕明>･

10・10内海支部第18回紀伊水道レース｡参加26艇｡総合優勝く翔雲>･

ファースト・ホーム<カノープス>･

10･12沖縄海洋博協会主催ハワイ～沖縄レース。参加5艇。〈無双〉

が優勝。

10・18近畿北陸支部第2回多景烏レース｡優勝くダークホース>･

l1･1駿河湾支部焼津レース｡総合優勝くニュー・ノビア>(加藤武）

11･11第20回神子元島レース。参加43艇。総合優勝く裕明>･

11･22近畿北陸支部第2回竹生レース｡参加13艇｡総合優勝くカリー
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関連/社会事項

4．27～29ナゴヤボートショ

0

4．3～7東京国際ポート

ショー開催。

4月ベトナム戦争終結。

5．7エリザベス英国女王来

日。

7月沖縄海洋博開催。

7月アドミラルズ・カップ75

英国チーム5度目の優勝。

9．30天皇皇后訪米。

神子元島レースでは強風に本船と

の接触事故が続発。

11月第1回先進国首脳会議開

催。
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関連/社会事項年号 主要事項

ニョⅥ>・

12月サザンクロス・カップ・レースにく都鳥Ⅲ>,<fンバード

V>,<バーゴⅢ〉がナショナル・チームを組み参加。

12．6第13回小網代カップ。参加30艇。特別参加の米艇くソーサ

リー>ファースト・ホーム。総合優勝くトレーサー>・

12．7内海支部トナー委員会設立記念レース。参加l/2トン16艇，

1/4トン15艇。優勝l/2トン<バロネス>,1/4トン<ジヤンゴ>。

1976年

(昭51)

古屋徳兵衛氏（会長)，秋田博正，飯島元次氏（副会長)，

大儀見董氏（専務理事）再選。

近畿北陸支部ポイントレース。

ニュージーランド・ダンヒル・カップレースにくサンバード

V>,<バーゴⅢ>が参加

第1u横浜カップレース。参加11艇。

第3u東京湾レース。参加ll艇。

玄海九州支部が発足。

諸磯フリートポイントレース。参加36艇。

近畿北陸支部第3回春季竹生レース｡参加18艇U総合優勝くス

ピリット・オブ・ビー>･

第8回チャイナシー・レースにく都鳥Ⅲ>，〈わだつみ>が参

加。

'76初島レース。参加47艇。総合優勝くジヤンゴ>・

内海支部第1回舵杯大阪湾レース｡参加23艇｡優勝くイブⅡ>・

第3回沖縄～東京レース。参加13艇。総合優勝くマジシヤン

Ⅱ>・このレースに参加中のくトシV>からクルー1名が落水，

行方不明となる。

第2回洲本～小網代レース。参加11艇。優勝くカタリナ

TOO>・

第10回大島廻航レース。

近畿北陸支部ポイントレース。

第26回大島レース。

駿河湾支部清水フリート20浬レース｡参加21艇｡優勝く王白>・

'76クォータートン・ワールド（米国，コーパスクリステイ）

の視察のため，山田敏雄,松田菊雄,歌田道教の3名を派遣。

第3凹江の島～清水レース。参加65艇。総合優勝くユキ>･

沼津フリート田子島レース。

近畿北陸支部ポイントレース。

第17回鳥羽パールレース。参加104艇｡総合優勝くスルガⅡ>・

横浜フリート主催大島ランデブー。参加21艇。

第3回“油壺ちびっこカップ・ヨットレース"･

近畿北陸支部ポイントレース。

第3回三宅島レース。参加47艇。優勝くマジシヤンⅢ>･

第9回八丈島レース参加8隻。総合優勝くマジシヤンⅢ>･

第3回大島・初島レース。参加47隻。Ⅲ～Ⅳクラス優勝くベ

ガV>,Vクラス優勝くクレージー・ブルーD>・Ⅵクラス優

８１
．
月

１
２ へ

２
２
３
３
３

８
Ⅱ
１
７
釦

4月

４
４
４

・3

・18

・29

5．2

5．

5．

5．

6．

7月

２
鴫
配
加

（
｝
’

6．22（ミューダ・レース。

7．19モントリオールオリン

ピック開催。日本チームの成績：

フイン21位(28カ国),470級10位

(28カ国),FD級18位。

7．27田中角栄前首相逮捕。

8．2ワントン・カップ世界選

手権開催。

7．16

7．25

7月

7．30

8．1

8．15

9．19

9．23

1(）・8

1(）・9
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関連/社会事項羊要事項年号

勝くチャチヤ>･

相模湾ポイントレース。参加28隻。

第l1回三河湾レース。

第21回神子元島レース。参加28隻。総合優勝くチヤチヤ>・

第14回小網代カツプレース｡参加36隻｡総合優勝くがめらm>。

型
訓
５
”

０
０
１
１

１
１
１
１

10．29山県勝見日本ヨット協会

会長急逝。会長代行に小沢吉太郎

氏。

近畿北陸支部ポイントレース。参加14隻。

諸磯フリート主催相模湾沿岸レース。参加27艇。

'77レベルレース・スプリングシリーズ。参加36隻。3/4ト

ン優勝く龍飛>,1/2トン優勝くセラビⅢ>,l/4トン優勝くチヤ

チャリ
／I／O

近畿北陸支部第4回春季竹生レース｡参加18隻｡優勝く楽浪>・

東海支部熊野レース。参加12艇。優勝くコンコードV>｡

関東支部初島レース｡参加43隻｡総合優勝くセラビⅢ>・ファー

スト・ホーム<月光V>・

西内海支部広島フリートスプリング・レガッタ。参加21隻。

内海支部第2回「舵」杯播磨灘レース。参加22隻。優勝くヒ

グラシ>･

近畿北陸支部第4回白石レース｡参加18艇｡優勝くめるへん>･

西内海支部南フリート第4回笠戸島一周レース。参加14艇。

優勝くマッド・キャッフツ。

第11回大島廻航レース。参加34艇。

第3回洲本～小網代レース。参加14艇。優勝く慎記郎>･

玄海支部第3回アリラン・レース。参加18艇。釜山～博多。

優勝くネオアンタレス>・

西内海支部第10回別府レース｡参加35艇｡優勝くブラックラッ

ト､｝
I ／ O

近畿北陸支部ポイントレース。参加19艇。

広島フリートポイントレース。参加14艇。

第27回大島レース。参加46艇。クラスI～Ⅲ優勝および

ファースト・ホーム<コンテッサⅥ>・クラスⅣ優勝く波勝>・

クラスV優勝くドルセ・ヴイタ>･クラスⅥ優勝くアイア>・

相模湾ポイントレース。参加39艇。

広島フリート安芸灘レース。参加22艇。

近畿北陸支部ポイントレース。参加19艇。

第11回アドミラルズ・カップ・レースにくサンバードV>,

〈都鳥Ⅲ>,<BBM>がナショナル・チームを組んで初参加。

18位。

トランスパック・レースにく月光V>が参加。

駿河湾支部第4回江の島～清水レース。参加40艇。クラス

Ⅲ優勝く無双>，クラスⅣ優勝およびファースト・ホームは

く雲柱>，クラスV優勝くトーネードⅡ〉，クラスⅥ優勝くアリ

アドネⅡ>,Nクラス優勝く雷電>・

近畿北陸支部ポイントレース。参加17艇。

第18回鳥羽パール・レース。参加121艇。総合優勝くアグア

1977年

(昭52）

鋤
６
９１

申
■
■

２
３
３

・19

・20

・2

３
３
４

へ

３
ｍ

色
■

４
４

６
４
１
２

■
●

４
４

１証
２
３

４
５
５ 5月領海12海里，漁業水域200

海里法成立。

5月第3回先進国首脳会議開催

(ロンドン)。5．3

５
５
１

１
１
２

●
。
●

５
５
５へ

6．5

6．11

6．19

7月

7月
局 1F

／・上【〕

７
９
１
２

７
７
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倖号
0ゾ 主要事項 関連/社会事項

アズル>,Nクラス優勝くサイキⅡ>・

シーポニアフリート沿岸レース。参加45艇。

近畿北陸支部ポイントレース。参加20艇。

第3回三宅島レース。参加23艇。

第10回八丈島レース参加8艇｡総合優勝およびファースト・

ホーム<波勝>･

駿河湾支部秋の神子元レース。参加15艇。

近畿北陸支部第4回秋季竹生レース｡参加21艇｡優勝くフルー

ルブルー>･

第4回大島・初島レース｡参加30艇｡クラスI優勝くコンテッ

サⅥ>，クラスⅡ優勝く月光V>,クラスⅢ優勝く無双>,クラ

スⅣ優勝くダズンA>,クラスV優勝くトーネードⅡ>,クラ

スⅥ優勝く竜馬>･

東北外洋帆走協会TORC杯レース。参加15艇。

第22回神子元島レース。29艇参加。総合優勝くダズンA>･

近畿北陸支部第4回多景島レース。参加15艇。

第15回小網代カップ｡参加36艇｡総合優勝くノースウインド>。

9月日本赤軍ダッカで日航機ハ
/イヴヤ､､ノケ
I ″ l ／ ／ 0

9．13アメリカズ・カップ°77，．

<Courageous>4-0のストレー

トで<Australia>を降す。

9･18～25470級世界選手権大

会が浜名湖で開催｡(16ケ国,45隻）

９
９
９
Ⅲ

４
皿
認
７

８
９

。
。

０
０
１
１

10．9

《
）

０
１
１
１

１
１
１
１

９
５
岨
妬

1978年

(昭53）

16近畿北陸支部ニューイヤーシリーズ。参加14艇。

駿河湾支部三角レース。参加6艇。

'78レベル・レース・スフ。リング・シリーズ。参加33艇(1/4

トン8艇,1/2トン13艇3/4トン12艇)｡総合優勝3/4トン<ダ

ズンA>,1/2トン<ニンバス2>,1/4トン<フジJr>･

西内海支部広島フリート第2回スプリング・ヨット・レ

ガッタ。参加17艇。総合優勝くブラックラット>･

初島レース。参加33艇。総合優勝くニンバス2〉・

第3回｢舵｣杯大阪湾レース｡参加14艇｡総合優勝くカリブV>｡

西内海支部広島フリート第1回ポイントレース。参加13艇。

総合優勝くオーパス>・

九州外洋帆走協会主催熊本県知事杯レース。参加25艇。

古屋徳兵衛氏会長に再選される。副会長は秋田博正・飯島

元次両氏，専務理事は大儀見童氏が再選。

第4回沖縄～東京レース。参加27艇。総合優勝くシンドバッ

ドⅡ>，ファースト・ホーム<月光V>｡

関東支部大島・神子元島レース。参加24艇。フアースト・

ホーム<BBM>｡Aグループ優勝く雲柱>,Bグループ優勝くト

ルネードⅡ>･

駿河湾支部春の神子元島レース｡参加7艇｡クラスA優勝くイ

ビザ>，クラスB優勝く夕凪>･

東海支部春のレベルレース。3/4トン優勝くナルミⅢ>,1/2

トン優勝く大王>,1/4トン優勝くレッドホートⅡ>･

第4回洲本～小網代レース｡参加7艇｡総合優勝くがめらZ>・

東海支部五ヶ所湾合同レース。参加26艇。総合優勝くモーニ

ングミスト>･

第28回大島レース。参加34艇。ファースト・ホーム，総合

1月SORC'78．

3．17～21東京国際ポートショ

ー開催。

3月チヤイナシー・レース開

催。

１
２
３

５
９
６

１
１
２

q・26リ

5月成田空港開港。

5．12日本ヨット協会会長に竹

下登氏就任。

第8回アジア大会ヨット競技タイ

で開催。日本,FB,OKの2種

目に優勝。

４
４
４

１
９
９

（
）

１
１

６
２
１
２

９２岳

４
１
工

4．ワQ
玉 臼ヅ

4．29

1．29

５
５

３
３

5．20



年号

へ

へ

主要事項

優勝くコンテッサⅥ>・

6．4関東支部油壺フリートレース。

6．10西内海支部安芸灘レース｡参加16艇｡ファースト・ホーム<シ

ルバーシヤーク>･クラスA優勝くシルバーシヤーク>，クラ

スB優勝くコアンタ>・

7･14第5回江の島～清水レース。参加42艇。総合優勝くトレー

サー>･ファースト・ホーム<龍飛>･

7．29第19回烏羽パール・レース。参加111艇。ファースト・ホー

ム<ビッグ・アプル>･総合優勝くパサート>。

7．29九州外洋帆走協会第4回五島外洋レース。参加14艇。

ファースト・ホーム，総合優勝くエスポワールV>・

8月第1回パンナム･クリッパー・カップ．・レースにナショナル・

チーム<月光V>,<サンバードV>,<チャスパ>(チャーター)を派

遣。

8．5東北外洋帆走協会第11回親潮外洋ヨツトレース。参加26艇。

総合優勝くフーリッシュ>・

9．2東北支部金華山回航レース。参加15艇。総合優勝く仁王>・

9．9西内海支部柏豐フリート第4回ナイトレース。参加12艇。

9．19第5回三宅島レース。参加22艇。総合優勝くマウピイテイ〉。

9．22駿河湾支部神子元島レース。参加11艇。

9．23第5回秋季竹生レース。参加18艇。総合優勝くぺツカーⅡ>・

9．24西内海支部広島フリート安居島回航レース。参加26艇。

総合優勝くバジェナ>・

10月クォータートン世界選手権レース(ORC主催,NORC主管）

を相模湾で開催。参加32艇。優勝くマジシヤンV>,2位くカ

ミカゼ・エクスプレス〉と日本艇が活躍。また，〈パラダイ

ス>(センター・ボーダー）が沈没。乗員はライフラブトで

漂流の後救助される。

10･7第11回八丈島レース。参加17艇。ファースト・ホーム，総

合優勝く裕明〉（所要時間36h46m29s)。

10．7第5回大島・初島レース。参加36艇。クラスA優勝くバイバ

41>,クラスB優勝くイホ>･

10･8西内海支部広島フリート第5回ポイントレース。参加16艇。

10．15東北外洋帆走協会TORC杯レース。参加18艇。総合優勝くネ

プチューン>・

10．22第23回三河湾レース。参加15艇。総合優勝くミール>･

10･22第26回小網代フリートレース。参加15艇。

10．29～11．3近畿北陸支部第1回琵琶湖ウイーク。参加12艇。

3/4トン優勝くカリーニョV>,1/2トン優勝ぐうルール・ブ

ルー>,1/4トン優勝く風小僧>・

l1．11第23回神子元島レース。ファースト・ホーム<ビッグ・アプ

ル>･総合優勝くバイバイI>・

l1･25第16回小網代カップレース。総合優勝くイホ>・

12月JORの具体化案が，第67回理事会に出される。
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6月バミューダ・レース'78開

催。

8月日中平和友好条約調印。
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~裏－F 遊要事項 関連/社会事項

1979年

(昭54）

内海，西内海，玄海支部共催別府～洲本レース。参加7艇。

アドミラルズ・カップ日本代表艇選考レース（第1,第2,

第3レース)。参加8艇。

アドミラルズ・カップ.日本代表艇選考レース(第4レース)。

総合優勝く．・テルテル>・

関東支部’79レベルレーススプリング・シリーズ。l/21

ン優勝くチュブリンコV>,3/4トン優勝く雲桂>・

初島レース｡参加艇41艇｡優勝およびファースト・ホーム<ビ

ッグ・アブ｡ル>o

JORを制定。

会友艇制度が発足。

内海支部第4回舵杯大阪湾レース。優勝く．・テルテル>・

西内海支部広島フリートポイントレース。参加15艇。

第2回大島・神子元レース。参加20艇。優勝，ファースト・

ホーム<ビッグ・アプル>・

近畿北陸支部彦根レース。優勝・クラスA<クンビイラ>・

クラスB<フルール・ブルー>・クラスC<マリソル>･

第1回小笠原レース。参加18艇。総合優勝くベガV>(古川保

夫)。

第5回洲本～小網代レース。参加6艇。優勝くジャストⅢ>・

東海支部五ヶ所湾合同レース｡参加30艇｡優勝くくんてるII>・

駿河湾支部神子元レース。

東海支部三河湾レース。優勝くベンダバール>･

関東支部沿岸レース。

関東支部大島レース。

関東支部沿岸レース。

東海支部伊勢湾合同レース。

東海支部熊野レース。

トランスパック・レースにく都烏Ⅲ>,〈カレラ>，〈ノミⅢ>が

参加。〈都鳥Ⅲ>は総合2位。

関東支部フリート。沿岸レース。

第6回江の島～清水レース。参加33艇。総合優勝くチュブリ

ンコ〉（菅原)。ファースト・ホーム〈ビッグ・アプル>･

第20回鳥羽パール・レース。参加123艇。総合優勝くタキオ

ン>・ファースト・ホーム<ビッグ・アプル>・

第12回アドミラルズ・カップ・レースにくコテルテル1I>,

<月光Ⅵ>，〈トーゴⅥ>がナショナル・チームとして参加｡12

位。

この年のファストネット・レースは大荒れとなり，遭難艇

が続出した（死者15名)。〈月光Ⅵ>はハルにダメージを受け

てリタイアした。

第1回NORC海事思想普及委主催「三浦市ヨット・フェ

スティバル｣。

第28回三河湾レース。参加8艇。

関東支部沿岸レース。

１
４１

，
●

１
１

1月米中国交樹立。

IYRUでボードセーリングを正式

採用。

イラン王制廃止，ホメイニ実権掌

握。

ワ・’0日

3．24

3．31

4月

４
４
４

１
８
詔

へ

4．30

5月英国サッチャー保守党内閣

成立。

5．1

5．2

5．3

5．4

5．13

5．13

5．26

6．3

6．3

6．22

7月

6月東京サミット(先進国首脳

会議)開催。

（
一

７
７

８
週

■
●

7．23

8月 8月ファストネット・レース遭

難事故の結果(参加302隻，完走85

隻，艇体放棄17隻，死亡15名，救

助者136名)。

8．11

８
９

・19

・2
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関連/社会事項主要事項年号

l4関東支部三宅島レース。参加35艇。優勝くメルルーサV>・

14～10･10'79,1/2トン,3/4トン全日本選手権。優勝1/2}

ン<チャイナタウン>o3/4トン<ベガV>o

30関東支部沿岸レース。

6東海支部東海レース。

6関東支部八丈島レース。参加10艇。総合優勝くアズサ>・

6第6回大島・初島レース｡参加33艇｡総合優勝くメルルーサ>･

3第24回神子元島レース｡参加50艇｡総合優勝くローデムV>(戸

田浩)。ファースト・ホーム<ロシナンテ>･

3関東支部第2回フリート対抗チームレース。参加38艇。優

勝・油壺フリートA<月光V>,<慎記郎>,<ローデムV>･

24第17回小網代カツプレース｡参加49艇｡総合優勝くテイダ>(伊

志嶺亮)｡ファースト・ホーム<サンバードV>(山|崎達光)。

９
ｑ

。
●
①
■
。

；
Ｏ
Ｏ
０
１

１
１
１
１
１ 10．26朴韓国大統領暗殺され

る。

1，．8竹下登日本ヨット協会会

長辞任。山本房生会長代行。
11

11へ.

1980年

(昭55）

駿河湾支部しもやけレース。

近畿北陸支部ニューイヤーシリーズ・レース。

第75回臨時理事会において会長に石原慎太郎氏が選任され

る。前会長古屋徳兵衛氏は名誉会長となった。副会長は秋

田博正・大儀見薫両氏，專務理事には清水栄太郎氏が選出

された。

'80レベル・レース・スフ.リングシリーズ。参加16艇。優勝

3/4トン<慎記郎>｡l/2トン<チュブリンコV>｡1/4トン<ペ

ガサス>･

沖縄支部発足。

初島レース。参加48艇。優勝Aグループ<サンバードV>｡

Bグループ〈ドリー>･

西内海支部広島フリート安芸灘レース。優勝くアクアベル>・

第5回沖縄～東京レース。参加21艇。総合優勝くシンドバッ

ドⅡ>･ファースト・ホーム<サンバードV>｡

近畿北陸支部竹生レース。

第3回大島・神子元島レース｡参加19艇｡総合優勝く月光Ⅵ>・

西内海支部広島フリートポイントレース。

第30回大島レース。参加43艇。総合優勝くサンバードV>･

東海支部熊野レース。

第7回江の島・渭水レース。参加43艇。優勝くトレーサー>・

ファースト・ホーム〈ビッグ・アプル>・

第21回鳥羽パール・レース。参加117艇。総合優勝および

ファースト・ホーム〈ビッグ・アプル>・

第2回パンナムクリッパー・カップ・レースにく雲柱>，

<ティダ>，〈朝烏〉がナショナル‘チームを組んで参加。

第7回三宅島レース。参加22艇。総合優勝く慎記郎>・

'80レベルレース全日本。参加24艇。総合優勝，3/4トン<パ

ラフレニアン6>｡1/2トン<フルールブルーZ>｡1/8トン<バ

イバイ・チャピー>･

第7回大島・初島レース。参加30艇。優勝クラスI～Ⅳ<ハ

７
８
３

２
２
２

■
●
●

１
１
２

3．29

５

月
．

４
４

３
９
１
２

●
■

１
４

へ

５
５
５
５
６
７

３
３
略
型
訓
哩 7月鈴木内閣成立。

7･19第22回オリンピック・モ

スクワ大会。日本不参加。
庁nF

イ ・ 乙 、

8月

9月イラン・イラク戦争起る。
９
９

３
３
１
１

●
●

9．27
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庄呂
Jゴ 主要事項 関連/社会事項

ニービー>・クラスV～Ⅵ<翻車魚Ⅳ>･このレースでくトマ

ホーク>のクルー2名，落水により行方不明。

第13回八丈島レース。優勝く梓>・

第25回神子元レース。参加44艇。総合優勝くローデムV>・

第3回竹生レース。優勝クラスI<スエコ>,クラスⅡ〈フロ

ッグV>,クラスⅢ<バイバイチャピー>・

第18回小網代カップレース。総合優勝く雲柱>･

第3回関東支部フリート対抗チームレース。フリート優勝

は油壺チーム<ローデムV>,<慎記郎>,<月光Ⅵ>･

●
■
■

０
１
１

１
１
１

ＪⅡ
２
２

１
１
１
１

詔
２ 12．30470級選手権大会佐島で

開催。（3カ国，30隻）

1981年

(昭56）

関東支部下田フリート発足。

第3回ビッグボート・レースにおいて帰港中のくエキスプ

ローラ>から2名落水し，うち1名が死亡。

第6回｢舵｣カップレース。参加40隻。総合優勝くチサトV>・

第2回小笠原レース。参加12艇。総合優勝く光>・

第1回黒船カップ・レース。

第1回琵琶湖クルーザー・フェスティバル。

大島～神子元島レース。クラスI～Ⅳ1位くビッグ・アフ

ル>･クラスV～Ⅵ1位くカラス>・

太平洋シングルハンドレース（サンフランシスコ～洲本）

スタート。参加7隻。優勝く太陽><今田福成>・

九州外洋帆走協会が中国訪問航海へ出発。

第22回烏羽パールレース。参加艇117隻。総合優勝くローデ

ムV>・ファースト・ホーム<摩利支天>･

徳島フリート結成記念レース。総合優勝く．・テルテル>・

NORC夏祭り，安全フェスティバル（船の科学館)。

第8回三宅島レース｡参加16艇｡総合優勝くビッグ・アブ°ル>・

ファースト・ホーム<サンバードV>･

第4回琵琶湖シリーズポイントレース。

第8回大島・初島レース。参加艇29隻。総合優勝および

ファースト・ホーム〈ビッグ・アプル>･

第14回八丈島レース。参加2艇。2艇ともDNS･

第4回琵琶湖シリーズポイントレース。総合優勝くチャイル

ドオブフォーチュン>・

第26回神子元島レース。総合優勝くローデムV>・フアース

ト・ホーム<摩利支天>・

第19回小網代カップレース。総合優勝およびファースト・

ホ－ム<雲柱>。

3月 l・’レーガン大統領就任。

3月神戸ポートピア開催。 幻巳

4．5

4．28

5月 フランスミッテラン政権成日
須
。

５
－
斗

5．3

6．7

２
４
２
２

７
７

8月アドミラルズ・カップ開

催。

8．29第3回ホイットブレッド

世界一周レーススタート。

8．13

9月

9．12

０
６
２
２

■
■

９
９ （

）

９
叩

■
ｅ

Ｏ
０
１
１

10月米国スペースシャトル打ち

上げ。

10･15J/24全日本選手権。

10．31

11．22

1982年

(昭57）

石原慎太郎氏（会長)，秋田博正，大催見薫氏（副会長)，

清水栄太郎氏（専務理事）再選される。

4．3初島レース。総合優勝くドリーI>・ファースト・ホーム<摩

利支天>･

4．29第6回沖縄～東京レース。参加20艇。総合優勝くサマーボー

イ〉(辰井栄一郎)｡ファースト・ホーム<エピキュリアン>(榊

2月ホテルニュージャパン火災

事故。

日航機羽田墜落事故。

4月フォークランド紛争起る。
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年号

1983年

(昭58）

主要事項

原嘉男)。

5．2第5回大島～神子元レース｡参加18艇｡クラスI～Ⅳ優勝く慎

記郎V>・クラスV～Ⅵ<シルフィードⅢ>・

5．29第32回大島レース。優勝,Aグループ<摩利支天>・Bグルー

プ<エミリー>・ファースト・ホーム<摩利支天>･

6．4第1回東京～仙台レース。参加6艇。優勝およびファース

ト・ホーム<あこやおおみずなぎどり>･

6．21第1回仙台～函館レース。参加7艇。優勝く仁王>・ファー

スト・ホーム<あこやおおみずなぎどり>・

’82日本縦断オーシヤン・カップ（沖縄～東京，東京～仙台，

仙台～函館の全レース）総合優勝くがめら〉（朝河清)。

7．10第9回江の島～清水レース。参加23艇。優勝およびファー

スト・ホーム<衣笠>・

7．23第23回鳥羽パール・レース。参加107艇｡優勝くエミリーⅢ>◎

8月第3回パンナム・クリッパー・カップ。〈飛梅>(才田忠利）

艇別総合優勝。

9．11第9回大島・初島レース。

9．23第9回三宅島レース。参加5艇。完走くロシナンテ>のみ。

〈ポイシンアナⅡ>落水事故発生。1人行方不明。

10．10内海支部第25回紀伊水道レース。優勝くウイザード>･

10･10玄海支部第2回佐世保～博多レース。

10．10沖縄支部那覇～宮古島レース。

10･10～17'82関西フリート対抗レース｡参加24艇｡優勝西宮Eフリ

ート〈．・テルテル2〉，〈トーゴⅦ>，〈ノミⅢ>･個別優勝

くトーゴⅦ>・

10．30神子元島レース。総合優勝くカラスV>(斜森保雄)。

11．20小網代カップ｡・レース。優勝くがめら>(朝河清)。

11月ORC年次会議に，日本代表ORCカウンセラーとして野本

謙作氏が出席。

11･7～20関東支部フリート対抗レース。艇別優勝くフオー

ティー>・チーム優勝，江の島チーム。

l･16近畿北陸支部ポイントレース。参加12艇。

2月'83SORCにくゼロ>(津村重孝)が参加。総合31位。

3･21東海支部野島レース。参加10艇。総合優勝く長良>・

4．2初島レース。参加32艇。総合優勝く慎記郎>o

4・10西宮ポイントレース中落水事故。1名死亡。

5･1～6第3回小笠原レース。参加9艇。総合優勝く青海波>(F

田博)，ファースト・ホーム<ナチⅦ>(二村昭治)。

5･17BOCシングルハンド世界一周レースで多田雄幸氏くコーデ

ンオケラ>がクラスⅡで優勝。

5．21初島レース｡参加34艇｡総合優勝くカザ7>・ファースト・ホー

ム<フジⅢ>。

5．28第33回大島レース｡参加40艇｡グループA総合優勝く慎記郎>・

クラスB総合優勝くがめら>。
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6月東北新幹線開通。

101982年J-24世界選手権。

11月上越新幹線開通。

11．27日本ヨット協会創立50周

年。

SORC'83．総合優勝くスカーレッ

ト・オハラ>・

3．23～27束京国際ボートショ

C

3．31～4．3神戸国際ボート

ンヨーo
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年号 主要事項 関連/社会事項

5．21～6．4第6回関東支部フリート対抗レース｡参加9ブロッ

ク27艇。総合優勝く慎記郎>・

6月6月末現在で，会員数2987名，登録艇795隻，会友艇276隻。

7月大儀見薫氏がORCカウンセラーに任命される。

国際レース参加艇に対してダブル・メジャメントを行なう

ことが決定される。

トランスパック・レースにく摩利支天>が出場。クラス2位。

7．16第10回江の島～清水レース。参加25艇。ファースト・ホー

ム<マルジェ>･総合優勝くブルーノート>･

7．29第24回烏羽パール・レース。参加97艇。総合優勝くトライア

ングル>・ファースト・ホーム〈ビンド7〉。

8月アドミラルズ・カップに日本チーム〈トーゴⅦ>，〈フロー

ト・オブ・パジェ>，〈フォーミダブル>(チャーター艇)が参

加。15位。

10･9第28回神子元島レース。参加27艇。総合優勝くビツグバン>・

11･3，83全日本熱海オフショア・チャンピオン・シリーズ。参加

13艇。総合優勝くスーパーサンバード>(山崎達光)。

11･19第21回小網代カップ。参加27艇。総合優勝くエミリーⅢ>･

ファースト・ホーム<カラス>・

12･1NORC北海道支部，津軽海峡支部発足。

12．26シドニーーホパート・レースにくゼロ>(津村重孝)が参加。

12･30シーポニアカップ三浦～グァム国際親善ヨットレース。参

加6艇。ファースト・ホームおよび総合優勝く摩利支天>。

8月フィリッピンアキノ氏暗殺

事件。

9月ソ連軍による大韓航空機撃

墜事件。

10月三宅島大噴火。

再里

（
」


	166-1
	166-2



